
石炭灰は、電気集塵機装置で採取されるフライアッシュとボイラ底部の水槽に落下し急冷されるク
リンカアッシュとで大別されます。石炭灰のうち、85～95％がフライアッシュとして、5～15％がクリン
カアッシュとしてそれぞれ回収されます。

出展：九州電力㈱ホームページ

図２ 石炭灰の発生量、利用量及び有効利用率の推移
出展：石炭灰全国実態調査報告書
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図３ 石炭灰の有効利用内訳（平成27年度実
績）

出展：石炭灰全国実態調査報告書
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